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若葉と早苗の季節を迎えました。
ピッカピカの１年生も緊張の糸がほぐれた頃。ここ生涯学習センターも一部メンバーが変わ

りましたが、各研修講座等の準備も進み、職員一同張り切っているところです。
センターの広報「虹色」を担当する社会教育アドバイザーです。社会教育アドバイザーは県

内に４名(北、中央、南の各教育事務所と当センターに１名ずつ)おり、主に次のような仕事を
しています。
・社会教育活動並びに家庭教育支援に係る指導及び助言
・社会教育活動の促進及び家庭教育の支援に関すること
・学校及び地域住民その他の関係者が協力して行う教育活動に係る助言

これらに関することで相談等がありましたら、お声をかけてください。
よろしくお願いします。

４月２５日(土)に、本年度の「あきたスマートカレッジ」の開
講式が行われました。県民に生涯学習の場を提供することを目的
として昭和５５年に始まったカレッジ事業ですが、今年度から名
称を新たにスタートしました。“Ｓｍａｒｔ”の意味(スマート；
活発な・賢明な・高性能な等)から、自らの生活や行動に生かすた
めの学びの場にしてほしいという願いを込めてのスタートです。
当日は、学長である佐竹敬久秋田県知事をはじめ、１４０名の受
講生のみなさんに出席いただきました。受講生のみなさんの真剣
な眼差しに、今後の学習に対する意欲を感じました。

記念講演 「女性が輝く地域社会づくり」
北都銀行取締役頭取 斉 藤 永 吉 氏

開講式終了後、斉藤永吉氏による記念講演が行われました。北都銀行は、昨年度「女性
が輝く先進企業 内閣総理大臣賞表彰」を受賞しています。多くの興味深いお話の中から、

女性が輝く職場としての取組みを紹介します。
◎女性のしなやかな感性や視点等の潜在能力を活かせる事業
部門に積極的に女性を配置すること

・ショッピングセンター内にある銀行の支店長に起用するこ
と → 顧客とのコミュニケーション能力の活用

・ライフプランアドバイザーとして起用すること
→ 悩みの相談に応じる能力の活用

◎女性が安心して働くことができるように実施したこと
熱心に耳を傾ける受講生の ・企業内保育施設・ママドゥカフェ(先輩ママとの情報交換の場)
みなさん 「女性の活躍を目指しているのではなく、経営戦略の上で女性
の能力が必要である。女性の力を経営に反映させるために、女性自身の意識改革とともに
男性の意識改革(対策；イクボスセミナー・育児休業の取得・フレックスタイム等)を行っている。」とも話
されました。
男女共同参画時代における企業の在り方の一端に触れることができたように思いました。
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《学んだことを生かして行動する人》
秋田には、学んだことを生かした行動で、地域や周囲の人々を元

気にしている人たちが大勢います.

加藤未希さんは、子育て支援サポーター・病児病後児保育サ
ポーター養成講習会で学んだ仲間とともに、秋田子育て支援サポ
ーター団体「ＣＨＥＲＩＳＨ(チェリッシュ)」を立ち上げました。
加藤さん自身若くして母親となり、子育てに対して不安な時期

に、市民センターで開催された母親学級に参加しました。そこに
は同じような不安を抱えたお母さんたちが多く参加しており、そ
んな方々との語り合いが不安を解消し、子育て支援講習会の受講、
更には「ＣＨＥＲＩＳＨ」の設立につながりました。

“ママ友”たちが気楽に子育てについて語り合える場を提供
することから始めた活動が、今では、２０名のスタッフ(多く
は現役のママたちです。)とともに「親子でリフレッシュでき
る居場所づくり」を目指して、活動の輪を広げています。「お
母さんたちが笑顔になれば、子どもも笑顔になれる。秋田での
子育て支援を楽しんでもらいたい。秋田で子育てができて良か
ったという声を聞くとうれしいです。」と話していました。
笑顔とバイタリティーあふれた加藤さんでした。出生率の低

下が話題となる秋田に、こんなに頼もしいママたちがいること
をうれしく思いました。 ♪明るい雰囲気の部屋で元気に

遊ぶ子どもたち

【玄関ホール展示紹介】

つるし飾りと着物のリメイク展

展示ホールには、北秋田市在住の山内悦子さんが製作し
たつるし飾りと古くなった着物をリメイクした作品が展示
され、和の世界が広がっています。
作品は全て、着物をリサイクルしたもの。大島紬のコー

ト、帯の模様を利用した壁掛け、絣のスーツ、子どもの着
物のつるし飾り等、すばらしい作品ばかりです。お母さん
から教えてもらった編み物から始まり、古い着物のリメイ
クを手掛けて３０年。「着物には捨てるところがありませ

ん。裏地は染めて使ったり、端布は小物にしたりします。『山内さんの作品は、着やすくまた
柔らかな風合いがあります。』と言われることが励みになっています。」と語っていました。

生涯学習・社会教育関係者研修講座 ～実践講座～ のお知らせ
《研修テーマ》 ふるさと秋田の元気を創る！

－学びと行動が結び付いた“協働”の仕組みづくりを目指して－
６月１８日(木) Ⅰ 県生涯学習センター

「『コミュニケ－ション能力』『ファシリテーション技術』向上講座」

２５日(木) Ⅱ 金浦公民館「郷土の偉人に学ぶ！」
７月 ９日(木) Ⅲ 角館交流センター「地域の防災拠点として、公民館が担う役割」

１６日(木) Ⅳ 能代市中央公民館「地域と学校をつなぐ公民館の役割」
８月 ６日(木) Ⅴ 男鹿市中央公民館「地域社会全体で子どもを育てる」
９月 ３日(木) Ⅵ 雄勝郡会議事堂記念館「地域の伝統文化の継承」
９月１６日(木) Ⅶ 大仙市立太田南小学校「学校に授業を見に行こう！」

１０月１５日(木) Ⅷ 北秋田市交流センター「地域の元気を生み出すために社会教育ができること」
◎お申し込み、お問い合わせは、県生涯学習センター学習情報班高木まで。
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